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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月1日(2019.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　ｉ）ジカルボン酸またはその塩；及び
ii）部分溶解性カルシウム塩
を有効成分として含む、しみ歯防止または緩和用口腔用組成物。　
【請求項２】
　前記組成物は、リン酸塩を有効成分としてさらに含むことを特徴とする、請求項１に記
載の組成物。　
【請求項３】
　前記ジカルボン酸は、炭素数２～９のジカルボン酸であることを特徴とする請求項１に
記載の組成物。　
【請求項４】
　前記ジカルボン酸は、シュウ酸、マロン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、ピメ
リン酸、スベリン酸、アゼライン酸またはこれらの混合物であることを特徴とする請求項
１に記載の組成物。　
【請求項５】
　前記カルシウム塩は、溶解度積定数（Ｋｓｐ）が１０－５～１０－２０のカルシウム塩
であることを特徴とする請求項１に記載の組成物。　
【請求項６】
　前記カルシウム塩は、炭酸カルシウム、リン酸水素カルシウム、亜硫酸カルシウム、硫
酸カルシウム、フッ化カルシウム、水酸化カルシウム、ヨウ素酸カルシウムまたはこれら
の混合物であることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。　
【請求項７】
　前記カルシウム塩は、組成物の総重量の１～５０重量％であることを特徴とする、請求
項１に記載の組成物。　
【請求項８】
　前記リン酸塩は、リン酸一ナトリウム、リン酸二ナトリウム、リン酸三ナトリウム、リ
ン酸一カリウム、リン酸二カリウム、リン酸三カリウムまたはこれらの混合物であること
を特徴とする、請求項２に記載の組成物。
【請求項９】
　前記リン酸塩は、組成物の総重量の０．０１～１０重量％であることを特徴とする請求
項２に記載の組成物。
【請求項１０】
　ｉ）ジカルボン酸またはその塩とｉｉ）部分溶解性カルシウム塩との重量比が１：５～
５０（ジカルボン酸またはその塩：部分溶解性カルシウム塩）であることを特徴とする、
請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　ｉ）ジカルボン酸またはその塩と、ｉｉ）部分溶解性カルシウム塩と、ｉｉｉ）リン酸
塩との重量比が１：５～５０：１～３０（ジカルボン酸またはその塩：部分溶解性カルシ
ウム塩：リン酸塩）であることを特徴とする、請求項２に記載の組成物。
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